
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年も明日 9 月 14 日から盛岡秋まつりが始

まりますが、ここ材木町を地元とする長田町三番

組は、今年が4年に一度の出番の年に当たり、山

車を運行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お祭りと言えば寄付集め、例に漏れず、八月下

旬に町の長老お二方が当パンションに集金に来ら

れました。偶然居合わせたので、「少子化でも太

鼓叩きは人気で集めるのに苦労しませんよね？」と

尋ねたところ、一拍おいて「いや、まだまだ募集

中！太鼓叩きを通じ新たな子供やそのご両親に

もお祭りに興味をもってもらい、お祭りを盛り上げて

いかなければならない」と答えられました。実は、お

祭りの頭取が同級生で、お盆の同級会で太鼓叩

きはもう募集終了と言っていたのでなんとなく質問

しただけだったのですが、70 代・80 代の方々の経

験、視野の広さ、知恵は流石で「木を見て森も見

る」だな、50 代はまだまだだなと痛感した次第で

す。 
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祭りの頭取が同級生で、お盆の同級会で太鼓叩

きはもう募集終了と言っていたのでなんとなく質問

しただけだったのですが、70 代・80 代の方々の経

験、視野の広さ、知恵は流石で「木を見て森も見

る」だな、50 代はまだまだひよこだなと痛感した次

第です。 

 

さて、山車には「制作・運行を担う大人」、「太

鼓を叩く子供」、「引手として活気を与え、花を添

える子供とそのお母さん」が必要ですが、パンション

には「安心・安全」、「快適・利便性」、「適度な秩

序」が必要です。ついつい募集で内覧者の方々の

心をつかみやすい「快適・利便性」の向上に直結

する改善に偏りがちですが、今年は敢えて募集に

は直結しにくいが、良い森（パンション）であり続

けるために最も大切な「安心・安全」の木に投資

することを優先し、1 号館の非常階段の大改修を

行っています。 

 

お祭りと言えば寄付集め、例に漏れず、八月下

旬に町の長老お二方が当パンションに集金に来ら

れました。偶然居合わせたので、「少子化でも太

鼓叩きは人気で集めるのに苦労しませんよね？」と

尋ねたところ、一拍おいて「いや、まだまだ募集

中！太鼓叩きを通じ新たな子供やそのご両親に

もお祭りに興味をもってもらい、お祭りを盛り上げて

いかなければならない」と答えられました。実は、お 

 

 

 

 

もちろん、今年の

春に最優先課題と

して取り上げた自

転車置き場の整備

をなおざりにするつ

もりはありません。

木を見て森を見ず

に陥らず、良い森で

あり続けられるよ

う、バランス良くそれ

ぞれの木の改善に

も努めていきます。  


